
●離乳完了に向けて、食事と睡眠を「いつもと同じ時間」にしていきます。

●ちょこちょこ飲み食べの習慣がつくと、むし歯になりやすくなります。

お口の育ちやむし歯予防の専門的なアドバイスが受けられます。

歯とお口の健診は３～６か月ごとがおすすめです。

テレビを見ている時などに口をぽかんと

開けたままの子を時々見かけます。

口の周りの筋力が弱い、口を閉じて鼻で

呼吸していないなどが原因の一つとされ、

歯並びにも影響することがあります。

※歯科医院でお口の育ちの適切な指導と訓練を

  受けることをおすすめします。

お口の育ちについて心配なことや困りごとがありましたら、

お近くの保健センターや保健所、かかりつけの歯科医院にご相談ください。

赤ちゃんのお口の育ちは、自然にできるようになるものでなく、

毎日の生活の中で少しずつ学習をつみかさね、健やかな歯と口を育んでいきます。

体幹の安定と正しい姿勢を保つことが、あごの位置やかみ合わせに影響します。

お口の育ちとからだの発育・発達は深く関係しています。

見守りポイント①

  からだの発育・発達

見守りポイント②　座る時の姿勢

いすと机は成長に合わせて高さを変えます。

足の裏が床につくよう踏み台などで調整します。

見守りポイント③　寝る時の姿勢

自由に寝返りをうてるようにします。

赤ちゃんは成長しながら自然と体幹をきたえています。

うつぶせでたくさん遊ぶとひとり座りの姿勢が安定し、

はいはいでの移動をしっかりするとつかまり立ちへの

発達が促されます。（個人差があります）

姿勢とお口の育ち
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５～８mm

にんじん　ほうれんそう　７倍がゆ にんじん　ほうれんそう　５倍がゆ にんじん　 ほうれんそう　　軟飯

２～３mm

→

月齢はめやすです。無理をしないであせらずゆっくり進めましょう。

哺乳びんの乳首は成長に合わせて
適切な形や大きさを選びましょう

お子さんの口の中に大人の指などを

入れた時に舌で押し出さなくなった頃

離乳食を始めるタイミング

授乳はお口の育ちの基礎となります
５～８mm １㎝角

水分の飲ませ方のステップ

ペースト

コップ飲み
おちょこで
すすり飲み

６～８か月頃　　８～ 10 か月頃　　９～ 11 か月頃

にんじん　ほうれんそう　10 倍がゆ

めやす

横向きスプーンで
すすり飲み




